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１．業務概要 

(1) 業 務 名：ごみ処理施設整備に伴う地下水調査業務委託 

(2) 業務場所：山梨県中央市浅利地内（図 1） 

(3) 業務期間：2022 年 11月 17日～2023年 3月 24日 

(4) 業務目的：ごみ処理施設建設予定区域内において水源井戸の試掘調査を行い水量およ

び水質を把握すること。 

(5) 業務数量：表 1 に示す。 

表 1 業務数量表 

項目 規格 数量 

井戸掘削 深度 100.35m，仕上口径 150mm 1孔 

揚水試験 
予備揚水・段階揚水試験（5段階）・連続揚

水試験(24 時間，回復試験を含む) 
1式 

水質検査 水道法原水 39項目  1検体 

報告書作成 A4判製本 2 部，データ CD-R2部 1式 

 

(6) 発 注 者：山梨西部広域環境組合 

〒409-3833 山梨県中央市藤巻 2303-2 

TEL：055-244-5301 

FAX：055-244-5302 

監督員：建設課 副主幹 小澤 真二 

                

(7) 請 負 者：株式会社 ハギ・ボー 

〒400-0845 山梨県甲府市上今井町 740-4 

TEL：055-243-4777（代） 

FAX：055-243-4722 

主任技術者：鈴木克利 

営業担当：萩原 将博 
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国土地理院「地理院地図」の一部に加筆 

図 1 業務場所案内図 
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２．業務内容 

2.1 さく井工事総括 

 

表 2 井戸掘削工事総括表 

井戸名称 試掘井 

掘削 

掘削工法 ロータリーバイブレーション工法 

掘削孔径 φ283.4㎜ 

掘削深度 100.35m 

井戸構造 SGP150A 

保護管 
無孔管 SGP150A（5.52m×17 本）93.84m 

孔明管 150A 巻線スクリーン（5.53m×2本）11.06m 

試験・検査 

揚

水

試

験 

予備揚水 － 

段階揚水試験 5段階，各段階 60分 

連続揚水試験 揚水 24時間および回復試験 

水質検査 水道法原水 39項目 
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2.2 使用機材 

表 3 使用機材表 

機材 メーカー，型式 仕様・数量 

試錐機 ㈱東亜利根ボーリング，SD-175 出力 175PS 

試錐ポンプ ㈱東亜利根ボーリング，NP-400 
18.5kW，圧力 0～6MPa， 

吐出量最大 400㍑/分 

マッドスクリーン ㈱東亜利根ボーリング，TM-10 1.5kW 

ミキサー ㈱東亜利根ボーリング，MC-300 型 容量 300㍑×1槽 

発電機 デンヨー㈱，60kVA 
出力 60kVA，（低騒音，

排出ガス対策型） 

サンドポンプ ツルミ㈱，5.5kW-1000 
吐出量 1000 ㍑/分， 

全揚程 25m 

泥水タンク 自社製 容量 7.0㎥×2槽 

排水タンク 〃 容量 18 ㎥×1槽 

ドリルビット ㈱東亜利根ボーリング，リングビット φ283.4㎜ 

ドリルロッド ㈱東亜利根ボーリング，10″ L=3.0m 

試験用ポンプ ㈱川本製作所，φ80 ㎜×5.5kW 
出力 5.5kW 

吐出径 80㎜ 

水位計 
アルファ光学(株)，触針式水位計 計測深度 30m 

In-Situ社，LevelTroll500（21m計） 測定範囲 21m 

量水器 自社製 JIS 規格準拠 

その他 

(簡易水質測定） 

電導度計（横河電機(株)，SC72 型） 
0～50℃，±5％，水温±

0.7℃ 

pHメータ（横河電機(株)，PH71型） 
0～50℃，±0.1pH,水温

±0.7℃ 

濁度計（笠原理化工業㈱，TR-55型） 0～100 度，±2％F.S 

パックテスト鉄低濃度（㈱共立理化学研究

所） 
測定範囲 0.05～2mg/L 
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2.3 業務工程 

表 4 業務工程表 

工種 細目 年/月/日 

計画準備 
掘削計画・資材調達 

2022/11/17～

2023/1/15 

伐採・搬入路整備 2023/1/16～1/20 

掘削工事 

孔芯設定 2023/1/19 

機械搬入・プラント設置 2023/1/20～1/21 

ガイド管設置・掘削工 2023/1/23～2/3 

検尺・孔内洗浄 2023/2/3～2/4 

電気検層 2023/2/3 

ケーシングパイプ挿入 2023/2/6 

2号珪砂充填 2023/2/6～2/7 

遮水工（遮水砂・ベントナイトペレット・

セメント充填） 
2023/2/7～2/8 

泥水・排水産廃処理（処理量 24 ㎥） 2023/2/3，2/16 

資機材撤去搬出 2023/2/12，2/18 

残土敷き均し・現場整地 2023/2/18，3/3 

揚水試験 

試験用ポンプ挿入 2023/2/9 

予備揚水 2023/2/13 

段階揚水試験（5段階） 2023/2/14 

連続揚水試験（回復試験含む） 2023/2/15～2/16 

試験用ポンプ引き上げ 2023/2/17 

地上部加工・自噴圧測定 2023/2/17 

水質検査 
採水 2023/2/16 

分析 2023/2/16～2/27 

報告書作成 データ整理・解析・報文作成 2023/2/18～3/10 
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３．地形・地質概要 

3.1 地形概要 

甲府盆地周辺の地形は山地と盆地に大別され，山梨県土のうち約 8 割の面積を山地が，

約 2割の面積を盆地が占める。以下に山地の特徴から順に述べる。 

山地の標高は一般に県境付近で高く，盆地に近いほど低くなる。西部県境は標高 3000m

に達する赤石山脈，北西部は八ヶ岳火山とその山麓斜面，北部～東部は標高 2000mにおよ

ぶ関東山地である。南東部には国内最高峰である富士山とその裾野が広がっている。これ

らの山地の盆地側には標高 1000～2000m級の山地が分布している。甲府盆地の北方に位置

する北山山地，西方の巨摩山地，南方の御坂山地，県東部の道志山地，秋山山地，富士川

沿いの身延山地，天子山地地域である。 

甲府盆地は上述の山地に囲まれた内陸盆地で，東西約 20km，南北約 10km のくさび型を

なしている。盆地内の標高は，東部の塩山で 400m，中央部の石和で 270m，甲府で 260m，

西部の南アルプスで 300m，南部の田富で 250m である。全体の傾向として東部および北部

で高く，盆地の南西端に向かって標高を減じている。これは，甲府盆地が，八ケ岳から南

へ流下する釜無川と，甲武信ヶ岳から南西へ流下する笛吹川の二大河川およびそれらの支

流によって形成された複合扇状地として発達してきたことによる。 

一方で甲府盆地は断層盆地としての側面も有しており，西部の山麓線付近には糸魚川－

静岡構造線活断層系が，南東部の山麓線付近には曽根丘陵断層帯がある。両断層が形成す

る断層崖の背後には開析の進んだ扇状地や丘陵が分布し，断層崖近傍では扇状地が発達途

上となっている。 

 甲府盆地内を流れる二大河川に目を向けると，釜無川は甲府盆地内で御勅使川などの支

流と，笛吹川は荒川，金川，日川，および天川などの支流と合流する。そしてこれら二大

河川は甲府盆地南西端で合流し，富士川となって山地を下刻しながら南方へ流下している。 

図 2に調査地周辺の地形図を示す。これによると，調査地は甲府盆地南端の笛吹川と荒

川の合流部手前約 4km の左岸の平坦面に位置し，その標高は 247m である。調査地の南側

には曽根丘陵が迫っており，盆地との境界付近には複数の活断層（曽根丘陵断層帯）が確

認されている。調査地は活断層の北側（甲府盆地側）にあり，層序は盆地と概ね同一と考

えられる。 
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G-space 地質地盤情報データベースの一部に加筆（出典：基盤地図情報（5mメッシュ標高）） 

 

図 2 調査地周辺の地形図 
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3.2 地質概要 

図 3 に広域地質図を，表 5 に甲府盆地周辺における地質層序表を示す。図 3 および表 5

に示すように，甲府盆地北方の山地には新第三紀鮮新世の水ヶ森火山噴出物および第四紀

更新世の黒富士火山および古八ヶ岳火山岩類（安山岩～デイサイトの溶岩および火砕流堆

積物）が，東方の山地には白亜系の小仏層群（千枚岩，泥岩および砂岩）とそれを貫く新

第三紀中新世の花崗閃緑岩～石英閃緑岩が分布する。そして南方および西方は火山砕屑岩

（デイサイト～玄武岩の溶岩および火砕流堆積物）を主とする新第三紀中新統および第四

紀更新世の段丘堆積物（砂礫および火砕流堆積物）で構成されている。これらは甲府盆地

の基盤として，粘土層や炭質物の薄層などを挟在する厚い砂礫層の下位に分布している。 

調査地には甲府盆地の河床堆積物，氾濫原および谷底平野堆積物が厚く堆積し，その下

位には古八ヶ岳火山噴出物（韮崎岩屑流堆積物）が伏在し，水理基盤となっている。 

 

表 5 甲府盆地周辺地質層序表 

地質時代 地層名 岩相・層相 

第
四
紀 

完新世 

現河床堆積物 

氾濫原および谷底平野堆積物 

扇状地堆積物 

崖錐堆積物 

礫および砂 

礫，砂，シルト，粘土および褐炭 

礫，砂およびシルト 

岩塊および岩屑 

更新世 

扇状地堆積物 

崖錐堆積物 

段丘堆積物 

古八ヶ岳火山噴出物 

茅ヶ岳火山噴出物 

黒富士火山噴出物 

礫，砂およびシルト 

岩塊および岩屑 

礫，砂およびシルト 

火山岩塊および火山岩屑 

安山岩溶岩および火砕流堆積物 

デイサイト溶岩および火砕流堆積物 

新
第
三
紀 

鮮新世 水ヶ森火山噴出物 安山岩溶岩および火砕岩 

中新世 

昇仙峡深成岩体 

徳和深成岩体 

芦川深成岩体 

西八代層群相当層 

黒雲母花崗岩 

黒雲母花崗閃緑岩－石英閃緑岩 

黒雲母石英閃緑岩 

デイサイト－玄武岩溶岩および火砕岩 

礫岩，砂岩および泥岩 

古第三紀 相模湖層群 千枚岩，泥岩および砂岩 

中生代 白亜紀 小仏層群 砂岩および砂岩泥岩互層 
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４．業務結果 

4.1 さく井工事 

(1)掘削状況 

試掘井はロータリーバイブレーション工法で掘削した。本工法は掘削ビットに高周波の

振動を与えながら回転させて地層を掘り進むもので，掘進能率が他の工法に比べて高いの

が特徴である。本工法では泥水を循環させてカッティングス(地層や岩盤を砕いた掘屑)を

地上に回収する。泥水にはベントナイト泥水を用いた。 

掘削中の逸泥（送水した泥水が地層の間隙に逃げる状況）は確認されなかった。深度 0.0

～85mは未固結堆積物で，深度 85m 以深は半固結状の火山岩屑であった。 

 

(2)地質構成・電気検層 

図 4 にさく井柱状図を示す。本孔の地質構成は次のとおりである。 

・深度 0～4.8m：表土 

・深度 4.8～33.0m：玉石混じり砂礫，砂礫（不圧帯水層） 

・深度 33.0～47.0m：砂混じりシルト（比抵抗 50Ωm前後，難透水性の地層） 

・深度 47.0～51.0m：礫混じり砂（比抵抗 120～160Ωm，難透水層～被圧帯水層） 

・深度 51.0～57.0m：砂混じりシルト（比抵抗 60Ωm前後，難透水層） 

・深度 57.0～65.0m：礫混じり砂（比抵抗 60～160Ωm，難透水層～被圧帯水層） 

・深度 65.0～69.0m：砂質シルト（比抵抗 90Ωm，難透水層） 

・深度 69.0～85.0m：砂礫（比抵抗 200～360Ωm，被圧帯水層） 

・深度 85.0～100.35m：火山岩屑（比抵抗 30～70Ωm，不透水層） 

 

表層 4.8mは表土，深度 4.8～33.0mは玉石混じり砂礫および砂礫で不圧帯水層であった。

深度 33.0～69.0m は砂混じりシルトや砂質シルトで，途中に礫混じり砂を 2層挟む比抵抗

60～160Ωmの難透水層～被圧帯水層であった。深度 69.0～85.0mは砂礫で比抵抗 200～360

Ωm の被圧帯水層であった。深度 85.0～100.35m は火山岩屑で比抵抗 30～70Ωm の不透水

層であり，韮崎岩屑流に相当する地層であった。 

本孔の主要な帯水層は，深度 69.0～85.0m の砂礫である。上部を甲府盆地のシルト層，

下部を韮崎岩屑流の火山岩屑に挟まれ被圧帯水層となっている。 
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図 4 さく井柱状図 
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(3）井戸仕上げ 

保護管のケーシングプログラムを図 4（さく井柱状図）に示す。ケーシングプログラム

は電気検層結果および地層，掘削状況を総合的に判断して決定した。孔底部はボトム加工

し，無孔管 5.52m/本×3本に続けてスクリーン管 5.53m/本×2本挿入し，これより上部は

無孔管 5.52m/本×14 本を挿入した。挿入長は 100.20m（全長 104.90m，残尺 4.70m）であ

った。無孔管は配管用炭素鋼鋼管（JIS G3452）150A で，スクリーン管は 150A ウェルスク

リーンである。 

 

・有孔管設置深度・・・GL-78.11～83.64m（延べ 11.06m） 

 

保護管と地層の間隙の GL-68.00～100.20m に 2 号硅砂を充填（1.8 ㎥）し，硅砂の上部

2m 間に遮水砂およびベントナイトペレットを充填(0.09㎥)し，その後，GL-53.70～66.00m

をセメンチング，GL-10.00～53.70m に発生土充填，GL-0.00～10.00m にセメントミルクを

充填した。 

井戸仕上げ後の孔内洗浄で清水置換を始めたところ直ぐに自噴を開始したため，試験用

ポンプ挿入し井戸洗浄を行い，濁りがなくなったことを確認し水路への放流に切り替えた。 

調査完了後は井戸元 GL-0.20m まで切り下げ，溶接フランジを取り付けた。地上部は T

字管（100A バルブ付）を取り付け，上部には閉止フランジを取り付けた。仕上がり状況は

写真 1のとおりである。用地について残土の敷き均しを行い整地して作業を完了した。 

 掘削で発生した泥水および濁水（24㎥）については産業廃棄物処理業者に委託処分した。

建設系廃棄物マニュフェストの（控）を巻末資料 4に示す。 

 

 

写真 1 地上部仕上がり状況 
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4.2 揚水試験 

揚水試験は井戸の性能（湧水能力）と帯水層の特性（水理定数）を把握する目的で行わ

れるもので,段階揚水試験と連続揚水試験（水位回復試験を含む）がある。 

 

4.2.1 試験方法 

(1) 段階揚水試験 

段階試験は揚水量を段階的に変え井戸の限界揚

水量を把握する目的で実施される。揚水量と水位降

下量の関係をグラフにプロットすると,ある揚水量

を境に直線の傾きが急になることが多い。すなわち,

揚水量に対する水位降下量の割合がそれまで一定

（例えば 45°の傾き）であったものが,45°以上と

大きくなるのである。ここが限界揚水量と一般に言

われている（右図）。しかしながら,井戸によっては

初めから 45°を超える場合も多く,裂か水では例外

なく超えている。 

井戸から揚水すると井戸の水位は必ず低下する。揚水しない状態の水位を自然水位（静

水位）,揚水中の水位を動水位（揚水水位・運転水位）といい,両者の差を水位降下量とい

う。揚水量 Q を水位降下量 s で割ったものが「比湧出量」で,単位は通常「ℓ /分/m」が用

いられる。比湧出量は 1m の水位降下で何 ℓの水が井戸から揚水できるかを示すもので,い

わば井戸の能力を示す指標である。数値が大きいほど優秀な井戸といえる。上述のグラフ

で Q と s の関係が 45°の直線は比湧出量が一定であることを意味し,45°以上は揚水量が

増えるに従い,比湧出量が減少すること（水位を下げた割には水量が増えず効率が低下）を

意味する。 

 

(2) 連続揚水試験および水位回復試験 

連続揚水試験は段階揚水試験で得られた限界揚水量の範囲で一定量の長時間の揚水を行

うもので，水位回復試験は揚水停止後の水位回復状況を測定するものである。それぞれ，

水位の時間変化を解析し,透水量係数,貯留係数など帯水層の基本的な定数を求める試験で

ある。今回は，自噴状態であることと，測定開始直後に水位平衡となることにより，通常

行われる非定常解析が実施できなかった。そのため，定常状態における経験式・理論式を

用いて水理解析を行った。 
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4.2.2 揚水試験結果 

水中モータポンプ（φ80㎜×5.5kW）を GL-7.0m付近に設置し,段階揚水試験および連続

揚水試験を実施した。 

自然状態（非揚水状態）の自噴量は 500L/分でその時の水位は GL+0.60m であった。また，

揚水試験後に井戸を密閉状態にして測定した自噴水頭（自然水位）は GL+5.17m であった。 

 

(1) 段階揚水試験 

揚水は GL+0.60m の自噴状態（500L/分）から開始した。段階揚水試験は揚水量を 616～

860L/分の間で 5段階実施した。図 5に水位降下量-経過時間関係図（Sw-t関係図）を，図

6に水位降下量-揚水量関係図（Sw-Q図）を示す。また，試験記録表を巻末資料 1に示す。 

図 5 によると，最大揚水量 860L/分における動水位は GL-2.29m で,水位降下量は 7.46m

であった。各段階とも開始直後に水位平衡となっている。 

図 6によると，自噴状態における水位降下量は他に比べやや大きい（排水口の高さなど

が影響）が，第 1 段階以降の測点は 53°の直線上に載り屈曲は認められなかった。また,

各段階で排砂や顕著な濁りは確認されず簡易水質測定の結果にも大きな変化はなかった。 

比湧出量（水位降下 1m あたりの揚水量）は 115～128L/分/m で,揚水量の増加に伴い低下

した。 
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 (2) 連続揚水試験 

連続揚水試験は，段階揚水試験時の最大揚水量とほぼ同量の 847L/分で実施した。試験

結果を表 6に,水位降下量-経過時間関係図（Sw-t関係図）を図 7に示す。また，試験記録

表を巻末資料 1に示す。 

揚水は GL+0.60mの自噴状態（500L/分）から開始した。図 7によると,揚水量 847L/分に

おける揚水終期の動水位は GL-2.44m，水位降下量は 7.61m，比湧出量は 111L/分/m であっ

た。揚水開始直後に一旦 GL-2.3m 前後に落ち着くが，その後約 6 時間かけてさらに 0.14m

低下した。揚水停止後の水位回復は急速で，約 2分後にはで元の自噴状態まで回復した。 

 

表 6 連続揚水試験結果表 

連続揚水試験 

揚水量（L/分） 847 

揚水量（m3/日） 1220 

自然水位(GL-m) -5.17 

初期水位（GL-m） -0.60 

自噴量（L/分）※ 500 

動水位(GL-m) 2.44 

水位降下量 (m) 7.61 

比湧出量（L/分/m） 111.3 

試験時間（分） 1530 

水位回復試験 
残留水位降下（m） － 

試験時間（分） 5 

        ※初期水位における自噴量。 
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(3）簡易水質測定 

揚水試験時に水温，電導度 pH,鉄，濁度の測定を行った。その結果を表 7に示す。水温

は甲府の平均気温 14.7℃と比べ 3℃程度高く，電導度は被圧地下水としては一般的な値(表

9参照)の範囲にあり，pHは中性，鉄は基準値 0.3mg/L を若干上回る程度，濁度は基準値 2

度を下回っていた。 

 

表 7 現場水質測定結果 

 
揚水量 

(L/分) 

水温 

(℃) 

電導度 

（μS/㎝） 
pH 

鉄 

（mg/L） 

濁度 

(度) 

段階揚水試験 500 

（自噴） 
17.6 229 6.92 0.5 － 

616 17.7 230 6.98 0.5 － 

673 17.8 230 7.12 0.7 － 

732 17.7 230 7.16 1 － 

795 17.7 231 7.14 1 － 

860 17.7 231 7.12 1 0.90 

連続揚水試験 847 17.8 229 7.09 0.5 0.53 

 

表 8 一般環境水の電導度 

（山本荘毅,1983,「新版地下水調査法」を改編） 

 

 

 

分類 雨水 河川水 不圧地下水 被圧地下水 

測定値 

（μS/cm） 
5～50 33～333 33～500 83～333 
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4.3 水理解析 

（1）透水量係数・透水係数 

 透水量係数は帯水層全体の透水性を示す定数，透水係数は地盤の透水性を示す定数であ

る。今回は非定常法（タイスの方法，回復法など）による算定ができないため，下記の経

験式を用いて算定した。 

 

 T = 1.22Sc（透水量係数と比湧出量の関係式） 

 k = T/D 

ここに,T：透水量係数(m2/s) 

       k：透水係数(m/s) 

Sc：比湧出量・・・111L/分/m（=0.00185 ㎥/s/m） 

(揚水量 847L/分での連続揚水試験結果) 

          D : 帯水層厚・・・スクリーン有効長 10m と仮定 

T = 1.22×0.00185 = 2.26×10-3 m2/s 

    k = 2.26×10-3 / 10 = 2.26×10-4 m/s 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 8  透水係数の概略値と土質区分等の関係 

    （出典：土質試験法編集委員会編(1990),土質試験の方法と解説） 

得られた透水量係数は 2.26×10-3㎡/s で，甲府盆地に設けられた井戸と同程度かやや

小さい値であった。帯水層厚を孔明管の有効長とみなした場合の透水係数は 2.26×

10-4m/s で図 8によると概略土質区分は「砂～礫」,透水性は「中位」と評価される。 
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(2）影響範囲 

影響範囲とは揚水によって地下水位低下を生じる範囲のことである。通常,帯水層の特

性,揚水継続時間,地下水位の低下量,地下水の涵養状況,その他によって左右されるので

一概に決定することはできない。地下水の供給源が近傍にあれば影響範囲は狭く,反対に

遠ければ影響範囲は大きくなる。層状に広がった未固結層の場合,一般に粗砂で 100～500m,

礫では 500～1500m 程度とされている。ここでは,層状の帯水層に貯留された被圧地下水と

して,下式を当てはめ影響半径を算出した。 

R=575×Δs×（ T ）1/2  （クサキンの経験式） 

ここに,R：影響半径(m) 

Δs：水位低下量・・・1530 分揚水後の 7.61mを用いる 

(揚水量 847L/分での連続揚水試験) 

T(=Dk)：透水量係数・・・2.26×10-3 m2/s (1)より 

R=575×7.61×(2.26×10-3）1/2 = 208m  

これにより,影響半径は 208mと試算された。 

 

(3）理論揚水量 

今回の試験では最大揚水量 847L/分以下において，限界揚水量は確認されなかった。ま

た，水位降下量が 7.61m(動水位 GL-2.44m)と比較的少ないため，井戸口径や揚水ポンプの

変更による揚水量の増量が見込まれる。 

ここでは，被圧地下水の揚水量公式(理論式)を用いて動水位 GL-2.44m(揚水試験と同じ

テストデータ)，動水位 GL-5.0mおよび動水位 GL-10.0m とした場合の揚水量を試算した。 

Q = 2πTΔs / ln(R/r0) （被圧地下水の揚水量公式） 

ここに,Q：揚水量(㎥/s) 

T：透水量係数(m2/s)・・・2.26×10-3 m2/s (1)より 

Δs：水位低下量(m)・・・7.61m(揚水試験データ GL-2.44m)，10.17(動水位 GL-5m)， 

15.17m(動水位 GL-10m) 

R：影響半径(m)・・・208m (2)より 

r0：井戸半径(m)・・・0.0775m SGP150A の近似内径の 1/2 

   

  Q = 2×3.13×2.26×10-3×2.44 / ln(208/0.0775) = 0.01369 ㎥/s = 821 L/分 

  

これにより，揚水量は 821L/分と試算された。実測値 847L/分との相対誤差は-3％程度

と十分小さく，このモデルで推定される揚水量は妥当と考えられる。動水位GL-5mとGL-10m

の場合の理論揚水量を表 9に示す。なお，井戸口径を 2倍程度にした場合には最大 10％程

度の増量が見込まれる。 



 22 

 

表 10 理論揚水量 

動水位(GL-m) 水位降下量(m)※ 理論揚水量(L/分) 実揚水量(L/分) 

2.44 7.61 821 847 

5.00 10.17 1097 － 

10.00 15.17 1637 － 

※自然水位 GL+5.17m 
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4.4 水質検査 

連続揚水試験終期に採水し,計量証明登録機関で水質検査を行った。検査項目は水道法

原水 39 項目である。水質検査結果書を巻末資料 2 示す。検査の結果，鉄が 0.57mg/L（基

準 0.3mg/L 以下），マンガンが 0.171mg/L（基準 0.05mg/L 以下），色度が 16 度（基準 5 度

以下）とそれぞれ基準を超過した。その他の項目は基準に適合していた。 

 

4.5 本井戸仕様 

今回の調査結果に基づき，本井戸の仕様を表 11のとおり提案する。掘削深度は深度 85m

付近に水理基盤が現れることから，砂だまり 5.5mを考慮し 90m とした。本井戸では 1500L/

分（2160㎥/日）程度の揚水が可能になると想定されるため，水道施設設計指針 2012（日

本水道協会）に基づき保護管径は 300A とした。また，水質検査については冷却水として

の使用が想定されるため，冷却水水質基準 15 項目についても実施する仕様とした。 

なお，掘削地点については試掘井の南方の曽根丘陵に近いエリアには活断層が存在し，

試掘井の層序と異なる可能性があるため，なるべく国道 140 号線に近いエリアでの掘削を

推奨する 

 

 表 11 本設井戸の仕様（案） 

項 目 仕 様 

掘削工法 ロータリー工法 

掘削深度 90m 

掘削孔径 φ445㎜ 

仕上口径 φ300㎜（12 ｲﾝﾁ） 

保護管（無孔管） 配管用炭素鋼鋼管（口径 12 ｲﾝﾁ，JIS G-3452 SGP） 

保護管 

（スクリーン管） 

300A 巻線スクリーン,スロット 1 ㎜，開口率約 20％ 

L=5.53m×2本，スクリーン有効長 10.0m 

揚水試験 段階揚水試験，連続揚水試験 

電気検層 比抵抗 3成分 

アニュラス部 
硅砂充填（取水部）， 

砂・ベントナイトペレット・セメントミルク充填（遮水工） 

水質検査 水道法原水 39項目，JRA 冷却水水質基準 15 項目 

その他 
・無孔管および孔明管にセントラライザーを取付る。 

・底蓋を取り付ける（ボトム加工）。 



 24 

５.まとめ 

山梨県中央市浅利地内で試掘調査を実施した。その結果を以下に要約する。 

 

① ロータリーバイブレーション工法で深度 100.35mまで（孔径φ283.4 ㎜）掘削し，電

気検層を行った。表層 4.8m は表土，深度 4.8～33.0m は玉石混じり砂礫および砂礫で

不圧帯水層であった。深度 33.0～69.0mは砂混じりシルトや砂質シルトで，途中に礫

混じり砂を 2層挟む比抵抗 60～160Ωm の難透水層～被圧帯水層であった。深度 69.0

～85.0mは砂礫で比抵抗 200～360Ωmの被圧帯水層であった。深度 85.0～100.35m は

火山岩屑で比抵抗 30～70Ωmの不透水層であり，韮崎岩屑流に相当する地層であった。 

 

② 井戸仕上げは，孔底部はボトム加工し，5.52m/本×3本の無孔管を挿入し，これに続

けてスクリーン管 5.53m/本×2本挿入し，これより上部は無孔管 5.52m/本×14本を挿

入した。保護管と地層の間隙は GL-68.0～100.2mに 2号珪砂を充填し，それ以浅はセ

メント等によって遮水した。 

 

③ 孔内洗浄は，清水置換を始めた直後に自噴を始めたため，試験用水中ポンプ（φ80 ㎜

×5.5kW）を GL-7m付近に設置し揚水洗浄を行った。掘削で排出された泥水・濁水につ

いては産業廃棄物処理業者に委託処理した。 

 

④ 自然状態（非揚水状態）の自噴量は 500L/分でその時の水位は GL+0.60mであった。ま

た，揚水試験後に井戸を密閉状態にして測定した自噴水頭（自然水位）は GL+5.17m

であった。 

 

⑤ 段階揚水試験の揚水量は 616～860L/分の間で 5段階実施した。揚水は GL+0.60mの自

噴状態（500L/分）から開始した。Sw-Q関係図（図 6）に限界揚水量を示す直線の屈曲

は認められなかった。したがって，限界揚水量は 860L/分（1238 ㎥/日）以上とみなさ

れる。 

 

⑥ 連続揚水試験は揚水量 847L/分で実施した。揚水は GL＋0.60m の自噴状態（500L/分）

から開始した。揚水終期の動水位は GL-2.44m，水位降下量は 7.61m，比湧出量は 111.3L/

分/mであった。揚水停止後の水位回復は急速で 2分後には自噴状態となった。 

 

⑦ 揚水試験データを用いて水理解析を行った結果，透水量係数 2.26×10-3，透水係数

2.26×10-4と，中位の透水性を示した。また，影響範囲は 208m，理論揚水量は動水位

GL-10m（水位降下量 15.17m）で 1637L/分（2359㎥/日）と算定された。 

 

⑧ 連続揚水試験終期に採水し，計量証明登録機関にて水道法原水 39項目の水質検査を行

った。その結果，鉄が 0.57mg/L（基準 0.3mg/L以下），マンガンが 0.171mg/L（基準
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0.05mg/L以下），色度が 16度（基準 5度以下）とそれぞれ基準を超過した。その他の

項目は基準に適合していた。 

 

⑨ 本井戸の仕様は，ロータリー工法にて，掘削深度 90m，仕上口径 300㎜を提案する。 

 

 

以上 
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巻末資料 1 揚水試験記録表 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



井戸名称： 井 戸 深 度(m)： 100.35
所 在 地： 山梨県中央市浅利地内 井戸半径r(㎝) ： 7.5
試験日時： 測 水 基 準 点 ： GL
ポンプ型式： 自然水位(GL-m) ： -5.17

経過時間  揚水水位 水位変動量 ノッチ高 揚水量
T S Sw H Q 備      考

(分) (m) (m) (cm) (ℓ/分)
-0.60 4.57 － 500 自噴

水温：17.6℃
電導度：229μS/㎝
pH：6.92
鉄：0.5mg/L

1 -0.25 4.92 14.0 616 第1段階
2 -0.23 4.94
3 -0.25 4.92
4 -0.27 4.90
5 -0.27 4.90
6 -0.28 4.89
7 -0.29 4.88
8 -0.32 4.85
9 -0.34 4.83

10 -0.34 4.83
12 -0.32 4.85
14 -0.30 4.87
16 -0.30 4.87
18 -0.35 4.82
20 -0.40 4.77
25 -0.34 4.83 水温：17.7℃
30 -0.37 4.80 電導度：230μS/㎝
35 -0.31 4.86 pH：6.98
40 -0.35 4.82 鉄：0.5mg/L
45 -0.36 4.81
50 -0.37 4.80
55 -0.40 4.77
60 -0.37 4.80

　　段階揚水試験記録表（1）　　

ゴミ処理施設地下水調査　試掘井

2023年2月14日　8:25～13:25
φ80㎜×5.5kW



井戸名称： 井 戸 深 度(m)： 100.35
所 在 地： 山梨県中央市浅利地内 井戸半径r(㎝) ： 7.5
試験日時： 測 水 基 準 点 ： GL
ポンプ型式： 自然水位(GL-m) ： -5.17

経過時間  揚水水位 水位変動量 ノッチ高 揚水量
T S Sw H Q 備      考

(分) (m) (m) (cm) (ℓ/分)
1 0.17 5.34 14.5 673 第2段階
2 0.21 5.38
3 0.21 5.38
4 0.24 5.41
5 0.24 5.41
6 0.23 5.40
7 0.22 5.39
8 0.21 5.38
9 0.22 5.39

10 0.23 5.40
12 0.25 5.42
14 0.23 5.40
16 0.24 5.41
18 0.23 5.40
20 0.21 5.38
25 0.23 5.40
30 0.25 5.42 水温：17.8℃
35 0.24 5.41 電導度：230μS/㎝
40 0.24 5.41 pH：7.12
45 0.21 5.38 鉄：0.7mg/L
50 0.24 5.41
55 0.26 5.43
60 0.26 5.43

1 0.75 5.92 15.0 732 第3段階
2 0.93 6.10
3 0.95 6.12
4 0.98 6.15
5 0.99 6.16
6 0.99 6.16
7 0.99 6.16
8 0.98 6.15
9 0.99 6.16

10 0.98 6.15
12 0.98 6.15
14 1.00 6.17
16 1.04 6.21
18 1.01 6.18
20 1.00 6.17
25 1.03 6.20
30 0.99 6.16 水温：17.7℃
35 1.01 6.18 電導度：230μS/㎝
40 0.95 6.12 pH：7.16
45 1.06 6.23 鉄：1mg/L
50 0.96 6.13
55 1.02 6.19
60 1.02 6.19

　　段階揚水試験記録表（2）　　

ゴミ処理施設地下水調査　試掘井

2023年2月14日　8:25～13:25
φ80㎜×5.5kW



井戸名称： 井 戸 深 度(m)： 100.35
所 在 地： 山梨県中央市浅利地内 井戸半径r(㎝) ： 7.5
試験日時： 測 水 基 準 点 ： GL
ポンプ型式： 自然水位(GL-m) ： -5.17

経過時間  揚水水位 水位変動量 ノッチ高 揚水量
T S Sw H Q 備      考

(分) (m) (m) (cm) (ℓ/分)
1 1.62 6.79 15.5 795 第4段階
2 1.58 6.75
3 1.59 6.76
4 1.59 6.76
5 1.60 6.77
6 1.59 6.76
7 1.58 6.75
8 1.58 6.75
9 1.59 6.76

10 1.59 6.76
12 1.60 6.77
14 1.63 6.80
16 1.63 6.80
18 1.60 6.77
20 1.60 6.77
25 1.61 6.78
30 1.61 6.78 水温：17.7℃
35 1.62 6.79 電導度：231μS/㎝
40 1.63 6.80 pH：7.14
45 1.63 6.80 鉄：1mg/L
50 1.61 6.78
55 1.61 6.78
60 1.60 6.77

1 2.31 7.48 16.0 860 第5段階
2 2.28 7.45
3 2.28 7.45
4 2.27 7.44
5 2.26 7.43
6 2.26 7.43
7 2.26 7.43
8 2.26 7.43
9 2.27 7.44

10 2.27 7.44
12 2.27 7.44
14 2.27 7.44
16 2.27 7.44
18 2.28 7.45
20 2.28 7.45
25 2.28 7.45
30 2.28 7.45 水温17.7℃
35 2.30 7.47  
40 2.29 7.46 pH：7.12
45 2.29 7.46 鉄：1mg/L
50 2.28 7.45 濁度：0.9度
55 2.29 7.46
60 2.29 7.46

　　段階揚水試験記録表（3）　　

ゴミ処理施設地下水調査　試掘井

2023年2月14日　8:25～13:25
φ80㎜×5.5kW



井戸名称： 井戸深度(m)： 100.35 測水基準点： GL

所 在 地：山梨県中央市浅利地内 井戸半径 r(㎝)： 7.50 自然水位(GL-m)： -5.17

試験開始：2023年2月15日　12:40 ノッチ高（㎝): 15.9 ポンプ設置深度：GL-9m

試験終了：2023年2月16日　14:10 揚水量（ℓ/分)： 847 ポンプ： φ80㎜×5.5

経過時間 経過時間 経時比 水　　位 水位降下量
t t′ ｔ/t′ S Sw 備      考

(分) (分) (m) (m) (m２/s)
1 2.31 7.48 9.38E-05 揚水開始
2 2.30 7.47 4.69E-05
3 2.30 7.47 3.13E-05
4 2.30 7.47 2.34E-05
5 2.30 7.47 1.88E-05
6 2.29 7.46 1.56E-05
7 2.30 7.47 1.34E-05
8 2.29 7.46 1.17E-05
9 2.29 7.46 1.04E-05

10 2.29 7.46 9.38E-06
12 2.28 7.45 7.81E-06
14 2.28 7.45 6.70E-06
16 2.28 7.45 5.86E-06
18 2.28 7.45 5.21E-06
20 2.28 7.45 4.69E-06
25 2.28 7.45 3.75E-06
30 2.28 7.45 3.13E-06
35 2.28 7.45 2.68E-06
40 2.28 7.45 2.34E-06
45 2.26 7.43 2.08E-06
50 2.27 7.44 1.88E-06
55 2.26 7.43 1.70E-06
60 2.28 7.45 1.56E-06
70 2.27 7.44 1.34E-06
80 2.31 7.48 1.17E-06
90 2.30 7.47 1.04E-06

100 2.28 7.45 9.38E-07
110 2.31 7.48 8.52E-07
120 2.32 7.49 7.81E-07
180 2.34 7.51 5.21E-07
240 2.37 7.54 3.91E-07
300 2.39 7.56 3.13E-07
360 2.42 7.59 2.60E-07
420 2.44 7.61 2.23E-07
480 2.43 7.60 1.95E-07
540 2.45 7.62 1.74E-07
600 2.46 7.63 1.56E-07
660 2.46 7.63 1.42E-07
720 2.49 7.66 1.30E-07
780 2.49 7.66 1.20E-07
840 2.50 7.67 1.12E-07
900 2.47 7.64 1.04E-07
960 2.48 7.65 9.77E-08

1020 2.48 7.65 9.19E-08
1080 2.46 7.63 8.68E-08
1140 2.45 7.62 8.22E-08
1200 2.44 7.61 7.81E-08 水温：17.8℃
1260 2.47 7.64 7.44E-08 電導度：229μS/㎝

1320 2.45 7.62 7.10E-08 pH：7.09
1380 2.46 7.63 6.79E-08 鉄：0.5mg/L
1440 2.46 7.63 6.51E-08 濁度：0.53度
1530 2.44 7.61 6.13E-08 揚水停止

 　連続揚水試験記録表

ゴミ処理施設地下水調査　試掘井

r2/t



井戸名称： 井戸深度(m)： 100.35 測水基準点： GL

所 在 地：山梨県中央市浅利地内 井戸半径 r(㎝)： 7.50 自然水位(GL-m)： -5.17

試験開始：2023年2月16日　14:10 ノッチ高（㎝): 0.0

試験終了：2023年2月16日　14:10 揚水量（ℓ/分)： －

経過時間 経過時間 経時比 水　　位 水位降下量
t t′ ｔ/t′ S Sw 備      考

(分) (分) (m) (m) (m２/s)
1531 01 1531.00 -0.53 4.64 水位回復試験
1532 02 766.00 -0.58 4.59
1533 03 511.00 -0.60 4.57
1534 04 383.50 -0.61 4.56
1535 05 307.00 -0.61 4.56 試験終了

 　水位回復試験記録表

ゴミ処理施設地下水調査　試掘井

r2/t



 

 

 

 

 

 

 

 

巻末資料 2 水質検査結果書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 












